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の決断や行動はいつもそのよ 

うなことなのだと思います。 

だから、「がんばれない」という 

気持ちが勝った人も、実は49ぐ 

らいは「がんばろう」と思ってい 

た。でも、行動だけ見ると、「０対100」だと思われて

しまうのかもしれません。 

SNSが全盛の今、そのつぶやきは｢Yes｣か｢No｣かだっ

たり、「いいね」か批判かの２択になったりしがちです。

でも、自分も、相手も、この世の中全体も、「100か０

か」で成り立っているのではないですよね。 

私自身は、自分の中の多様な気持ちを大事にしたい

と思っています。そしてそれは相手に対しても同じこ

とで、異なる考えの人と出会ったときに「考え方の全

く違う人」、「自分と合わない人」ではなく、相手にも相

反する気持ちが同居しているのだと考えるように努力

しています。 

誰もが持つ、心の中のグラデーションの世界を理解

し合えると、相手の見え方、社会の見え方、そして自分

の見え方が少し変わって、少し認められるようになる

のではないかと信じています。多様性の理解や、自己

理解はそんなところから始まるのではないでしょう

か。 

年度末、年度初め、子どもも教職員も、新たな気持ち

で新たなスタートを切ろうとしているでしょう。学校

で、家庭で、そして社会で、頑張っているお互いを認め

合う中で、夢や希望を持って、自分の生き方ができる

世の中でありたいものです。 
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【巻頭言】 

心のグラデーション･････････････････････････１  

【特集】川崎市学習状況調査･･･････････････２・３ 

（カリキュラムセンター）          

川崎市総合教育センター 所長 鈴木 克彦 

令和４年度の「川崎市立小･中学校における児童生徒

の問題行動・不登校等の調査結果」が昨年10月に公表

されています。その結果によると、小中学校ともに不

登校児童生徒は増加傾向にあり、ともに過去最多の人

数です。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う生活環

境の変化の影響とともに、with コロナ、afterコロナ

の今、変化した環境がもとに戻るという変化や、新た

な生活様式や新たな価値観が生まれていることの影響

もあるでしょう。 

また、文部科学省が令和５年12月に公表した「令和

４年度公立学校教職員の人事行政状況調査」によると、

全国で教職員の精神疾患による休職者数が過去最多と

なっています。業務量の増大や、複雑化・多様化する

事象への対応等、教職員のストレスや悩みも大きくな

っています。 

さて、私が拠り所にしている言葉の１つで、学校で

は生徒にも話した言葉なのですが、心理学者の河合隼

雄氏が著書『こころの処方箋』の中で、「心のなかの勝

負は51対 49 のことが多い」と書いています。「51対

49というのはわずかな差なのだけれど、それは無意識

のうちに沈んでいて意識するところは２対０のように

感じられる。意識的には片方が強く感じられるが、実

はそれほど一方的ではない。」 

何か２つのうちのどちらかに決める場合、実は両方

の気持ちがある中で勝負が決まる。「がんばろう」とい

う気持ちと「がんばれない」という気持ち、両方ある

中で「がんばろう」という気持ちが勝つ。でもそれは、

「51対49」といったわずかの差であったりする。私達 
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令和５年度から新しくなった川崎市学習状況調査では、対象学年を小学校４年生から中学校３年生まで

の６学年に拡充しました。また、分析方法も「４層分析1」を取り入れることにより、児童生徒のより詳細

な学習状況を把握することができるようになりました。調査結果の概要は次のとおりです。 

 
〇教科調査より ※次の表の数値は、それぞれの平均正答率（％） 

【小学校】 

 国語                     算数 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 国語                     社会 

 

 

 

 

 

 

 数学                     理科 

 

 

 

 

 

 

 英語 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      
1 教科調査の４層分析は、受検者を教科ごとに調査結果の高い者から並べ、上位から 25％ずつをＡ～Ｄ層の４

つの層に分けたもの。意識調査の４層分析は、小は２教科、中は５教科の合計点で並べ、上位から 25％ずつを

Ａ～Ｄ層の４層に分けたもの。 

   川崎市学習状況調査
    すべての児童生徒が「わかる」を実感できる授業を目指して 

特 集 

・全体の平均正答率に加え、学力層別の平均正答

率を把握することにより、多面的・多角的に分

析することが可能となりました。 

・教育委員会としては、学力層別の正答率に着目

し、同一集団の経年変化を注視していきます。 
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〇意識調査より ※次の表の数値は、質問に対する肯定回答率（％） 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〇学習状況調査の結果を生かした授業改善の視点 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項目：わからないことはそのままにせず、

わかるまで努力している。 

質問項目：授業で習ったことはそのまま覚え

るのではなく、その理由や考え方

も一緒に理解しようとしている。 

次年度以降も意識調査から、授業の理解度、学習態度に関する意識等の 

質問について注視していきます。 

１ 「何がわかっていて、何が 

  わかっていないか」につい 

  て、児童生徒が自覚できる 

  ようにする。 
 

２ わからないことに対して諦 

  めず、粘り強く取り組むた 

  めに、ねらいを明確にした 

  ペア学習やグループ学習を 

  これまで以上に大切にする。 

３ いつでもＧＩＧＡ端末等を 

  活用して、学習に取り組め 

  る環境を整備する。 
 
 

①既習を活用させる。（見通し） 
「わからない」「困った」を大切
にする。 
②理由や考え方に着目させる。 
「どうして」「なぜ」を大切にす
る。 
③振り返りを充実させる。 
「そうか」「なるほど」を大切に
する。 

①題材、課題に向き合う 
 見る視点をもたせる。 
②自分の考えをもつ 
 解決するための手段や方法を 
 もたせる。 
③友達と解決する 

「わかった」という実感をも 
たせる。 

①児童生徒の自発的な取組 
 自分自身の課題把握と学習意欲 
 の醸成 
②保護者、家庭との共有 
 家庭学習の改善、充実 
③GIGA 端末の活用 
 学校や家庭で学習ソフトなどの 
 取組 

質問項目：あなたは、次の教科の授業が、どれくらいわかっていますか。 

各教科の理解度については、

肯定的な回答をした児童生徒

の割合を同一母集団の経年で

みていきます。 
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◇ステップ３の実現に向けた教職員の研修 
「かわさき GIGA スクール構想 ステップ３」は「一

人一人の子どもが主語の端末活用」を合言葉に、「各教科
等の学びが、他教科等や生活につながることで、社会課
題の解決や一人一人の夢の実現に活かす」ことを目指し
ています。 

今年度、情報・視聴覚センターでは、かわさき GIGA
スクール構想に関する希望研修を 20 回実施しました。
GIGA 端末の操作方法を学ぶ研修や授業力向上につなが
る端末活用を学ぶ研修では、受講者同士で実践を共有し
たり、意見交流をしたりしながらステップ３の実現に向
けて考えていく姿が見られました。また、文部科学省初
等中等教育局 GIGA StuDX 推進チームや教育工学を専
門とする大学教員を講師として招いた研修も行いまし
た。その研修では、GIGA 端末の活用を通して、「一人一
人の子どもが主語」となるような「個別最適な学び」と
「協働的な学び」の一体的な充実を実現するための視点や考え方を学ぶことができ、授業のイメージが膨ら
んだという声も聞かれました。新たな試みとして講師の話を聞きながら GIGA 端末上のグループチャット
を活用し、リアルタイムで受講者同士の考えを交流する研修も実施しました。この研修では、オンライン上
でも活発な意見交換をする様子が見られ、研修内容をより深めることができていました。グループチャット
の活用は、教職員の業務の効率化にもつなげられる方法として、文部科学省のウェブサイトでも紹介されて
いる方法です。研修に参加した先生がそれぞれの学校でその成果を発揮することで、子ども一人一人が夢の
実現に近づいてくれればと思います。 

 

◇かわさき GIGA フェスティバル 2023 
11 月 11 日（土）に川崎市教育委員会と NEC 通信システムとの共催で、「かわさき GIGA フェスティバ

ル 2023」を NEC 玉川ルネッサンスシティホールにて行いました。タイピングの速さと正確さを競う「タ
イピングコンテスト」や、川崎市に関するクイズにインターネット検索を駆使して答える「川崎検索クイズ」、

NEC 通信システムの方による将来の夢につながる話
を伺う「教えてプロフェッショナル」などが行われま
した。タイピングコンテストは事前にオンライン予選
会を行い、会場ではその上位 45 名による決勝大会が
行われました。決勝大会に来られなかった参加者には、
YouTube Live によるオンライン配信が行われ、会場
の参加者と一緒にフェスティバルをリアルタイムで
楽しむことができました。会場だけでなく、特設クラ
スルームでも、参加者同士が励まし合う様子も見られ
るなど、タイピング技術を競い合いながらも互いを認
め合う雰囲気が伝わってきました。日常の学校生活で
身に付けた情報モラルを含めた情報活用能力を発揮
するとともに、一層高めることができたイベントでし
た。 

 
受講者が実践を共有し、意見交流しながらステップ３につ
いて考える研修の様子です。お互いの実践について白熱し
た議論と意見を交わし合うことで、夏季休業明けの自校で
の実践のイメージを膨らませていました。 

 
子どもたちは日頃の学習で培われた情報活用能力を発揮し、こ
れからの学習への意欲を高めることができました。 

情報・視聴覚センター 令和３年度から始まったかわさき GIGA スクール構想も３

年目となり、各学校では様々な実践を重ねています。 
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「就学」は、小学校入学、特別支援学校小学部入学、中学校入学、特別支援学校中学部入学などの大きな節目

です。よりよい「就学」に向けて、本人・保護者、学校、教育委員会（総合教育センター）で相談を進めます。 

 

  

 

日本では、平成26年に「障害者の権利に関する条約」という国際条約に批准しました。これに伴い国内の法

令や制度、考え方等が変化しています。 

学校教育においては、共生社会に向けて障害のあるものと障害のないものが共に学ぶ仕組を充実させる、イン

クルーシブ教育システムを構築していくことが、現在の大きな目標になっています。 

川崎市では、共生社会の形成を目指し、特別支援教育のさらなる充実を図るとともに、教育的ニーズのあるす

べての児童生徒を対象とした支援教育を推進しています。すべての子どもが必要な教育的支援を受け、できる限

り同じ場で学ぶことを通じて、学習に参加している実感や達成感を持ちながら、充実した時間を過ごす中で助け

合い、支えあって生きていく力を身につけることを目指しています。 

就学先決定の仕組等については「学校教育法施行令」の一部改正施行されたことにより、原則として「障害の

程度」によって決定していたものを、障害の状態だけでなく、本人の教育的ニーズ、本人・保護者の意見、学校

や地域の状況等を踏まえた総合的な観点から市町村の教育委員会が決定することとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市では、子どもの可能性を最も伸長する教育が行われることを前提に、障害の状態、本人の教育的ニー

ズ、本人・保護者の意見、教育学、医学、心理学等専門的見地からの意見、学校や地域の状況等を踏まえた総合

的な観点から就学先の判断を行います。この場合においては、本人・保護者の意見を可能な限り尊重しつつ、本

人・保護者と川崎市教育委員会、学校等が教育的ニーズと必要な支援について合意形成を行うことを原則とし、

最終的には川崎市教育委員会が就学先を決定することとなります。 

なお、就学時に決定した「学びの場」は、固定したものではなく、それぞれの児童生徒の発達の程度、適応の

状況等を勘案しながら、学びの場を見直すことも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年長児の就学相談については、毎年度４月頃に、資料と動画を川崎市総合教育センターホームページに掲載いたします。 

特別支援教育センター 

学校教育法施行令 第 22 条の３

の表の規定に該当しない 認定特別支援学校就学者

「第 22 条の３に規定す

る程度のもののうち、教

育委員会が特別支援学校

に就学することが適当で

あると認めるもの」 

第22条の３の表の規定

に該当 

小学校・中学校の 

 通常の学級や特別支援学級 

本人の障害の状態 

学校や地域の状況 

本人の教育的ニーズ 
本人・保護者の意見 

教育学、医学、心理学等 
専門的見地からの意見 

川崎市教育委員会が就学先を決定 

インクルーシブ教育システムの構築が推進されています！ 

支援を必要とする子どもの就学相談について 

-5-



 

学 校 
担任・支援教育コーディネーター・ 

学年主任・養護教諭・ 
生徒指導担当(中学校)など 

 

※学校の休業日を除きます。 

※祝休日・12/29〜1/3 を除きます。 

※祝休日・12/29〜1/3 を除きます。 

※溝口相談室は祝休日・12/29〜1/3 を、 
塚越相談室は 12/29〜1/3 を除きます。 

教育相談センター 不登校児童生徒への支援 
 令和 4 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査の結果によりますと、全国の

不登校児童生徒数は 10 年連続で増加しているとの報告があり、川崎市でも同様に増え続けています。不登

校の理由は、子どもによって様々です。学校に登校することのみをゴールとせず、子どもが困っていること

に寄り添いながら社会的自立を目指していくことが大切だと考えます。教育相談センターでは、不登校をは

じめ、様々な相談をお受けする相談体制を整備しています。 

 中学校・高等学校には週 1 日程
度、小学校・特別支援学校には月
に 2 日程度、心理の専門家である
スクールカウンセラー（中高）・
学校巡回カウンセラー（小特）を
配置しています。より専門的なご
相談を学校内ですることができ
ます。学校の先生には話しにくい
ご相談も受け付けています。申し
込みの仕方については、学校にご
確認ください。 

スクールカウンセラー 

学校巡回カウンセラー 

 相談者の名前や学校名を尋
ねることはありませんので、気
軽に相談できます。どこに相談
してよいかわからないという
ご相談にも対応します。 

電話相談 
（教育一般） 

塚越相談室 ☎541-3633 
（毎日 9:00〜18:00） 

 溝口相談室 ☎844-3700 
（平日 9:00〜16:30） 

 平日の午前 9 時〜午後 5 時
の間で、相談室に来ていただき
相談員と直接相談（1 回 50 分）
ができます。予約制となってい
ますので、電話でお申し込みく
ださい。後日、当センターから
相談日時についてご連絡しま
す。状態の改善に向け、支援方
法を一緒に考えていきます。 

来所相談 

川崎・幸・中原区に在住の方  

塚越相談室 ☎541-3633 
（平日 9:00〜17:00） 

高津・宮前・多摩・麻生区に在住の方 
  溝口相談室 ☎844-3700 

（平日 9:00〜17:00） 

 市内在住の小中学生または
市内の学校に通う小中学生で、
心理的な理由や様々な事情か
ら学校に行けない、もしくは行
きにくい状態になっている子
どもたちが対象です。安全・安
心を大切に、個人学習や様々な
体験的な活動を通して、自分の
良さを再確認したり、心のエネ
ルギーを溜めたりするなど、そ
れぞれのペースで社会的自立
に向けた準備を進めていきま
す。市内 6 ヵ所に設置されてお
り、学区はないのでどの広場に
も登録ができます。 

ゆうゆう広場 
（教育支援センター） 

見学・入級相談受付 
☎522-3534 

（平日 9:00〜16:00） 

その他の相談やゆうゆう広場等についての利用方法、アクセスなどは 
「川崎市総合教育センター」のウェブサイトの「相談案内」 
にてご案内しております。 

インターネットにて「川崎市総合教育センター」と検索を 
するか、右の二次元コードよりご確認ください。 

どうしたら 

いいんだろう？ 

まずは学校に 

ご相談ください！ 
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